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◎重要概念

○関連概念

運動とエネ

ルギー

科学技術

の発展

B　パターンの研究 C　コミュニケーション D 　実生活への応用

◎システム

○エネルギー

運動

物体の運動や

エネルギーの

時間変化のシ

ステムは数式

を用いて表すこ

とができる。

事実的：ニュートンが

発見した3つの法則

とはどのような法則

化。
概念的：理論計算と

実験値の間に見られ

る誤差は何によるも

のであり、それぞれ

どの程度の割合を占

めるものか。
議論的：観測される

パラメータを全て観

測し、物体の運動を

再現することはどの

程度可能なのか。

規準Ａ：知識と理解

運動の様子を変位、速度、加速度など

様々な観点で説明でき、それらの原因

となる力との関わりを理解する。
規準Ｂ：探究と計画

運動の様子を示すために必要な適切

なコミュニケーションツールの選択と、

それらを測定するための方法を計画す

ることができる。
規準Ｃ：手法と評価

計画内容の正当性や妥当性を多角的

な面から評価し、探究方法の改善案に

ついて提案すること。
規準Ｄ：科学的影響の振り返り

今回の探究活動が実社会の中でどの

ように応用されているのか、またこれか

らどのような発展を見せる可能性が残

されているのかを考察する。

思考

Ⅰ　コミュニケーショ

ンスキル

実験結果を示すための

適切なツールを選択

し、活用することがで

きる。

Ⅸ　創造的思考スキル

得られたデータの妥当

性を証明するための成

果物を作成することが

できる。

Ⅹ　転移スキル

他教科で学んだ知識を

普段の学習や探究活動

の中で応用する。

第1章　運動の表し方

・速度

・加速度

・落体の運動

第2章　運動の法則

・力とそのはたらき

・力のつりあい

・運動の法則

・摩擦を受ける運動

・液体や気体から受

ける力

第3章　仕事と力学的

エネルギー

・仕事

・運動エネルギー、位

置エネルギー

・力学的エネルギー

の保存

評価

A　知識と理解

運動とエネルギー

探究の問い 目標 学習の姿勢（ATL) 内容




